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第23回 足羽川ダム建設事業推進協議会の結果概要について

足羽川ダム建設事業及びこれに伴う水源地域対策について、国土交通省、福井県、池田

町の三者が相互に連携・協力し、計画的な事業の推進を図るため、協議会を開催しました。

協議会の結果概要は、別紙のとおりです。
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第 23 回 足羽川ダム建設事業推進協議会 結果概要 
 

日 時：令和 5 年 6 月 14 日（水）10:45～11:15 
場 所：福井県庁 ７階特別会議室 
出席者： 近畿地方整備局 河川部長     小島
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【目的】 

 『足羽川ダム建設事業推進協議会』は、足羽川ダム建設事業及びこれに伴う水源

地域対策について、国土交通省、福井県、池田町の三者が相互に連携・協力し、計

画的な事業の推進を図るため平成 18 年 10 月 10 日の基本協定の締結をもって設置

されたものである。 
 本日の第 23 回協議会は、足羽川ダム建設事業の進捗等を議題として開催したも

のである。 
 

【概要】 
● 国から知事に説明した足羽川ダムの進捗状況等について報告した。 
● 国と福井県から、知事と整備局長の発言について報告した。 
● 水源地域対策の進捗状況について確認した。 

 
【協議内容】 

国からの報告事項 
● 本日１０時から行われた知事・整備局長の面談において整備局が説明した足羽

川ダムの進捗状況等について報告した。 

● 内容は、足羽川ダムの進捗状況、足羽川ダム建設事業の事業費増が必要となっ

た理由と精査結果（約 1300 億円→約 2500 億円）、工期の延伸が必要となった理由

と精査結果（令和 8年度まで→令和 11 年度まで）、コスト縮減及び工期短縮の検

討状況について報告した。 

● 知事と近畿地方整備局長の面談時の整備局長発言について報告した。 

・足羽川ダムについては、将来の事業費の変動要因への対応として 160 億円を

計上しているが、この費用を使わなくて済むようコスト縮減に努めると共に、

工期短縮についても努めて参りたい。 

・引き続き、ワーキンググループを活用した情報共有に努めながら、事業監理

を徹底して参りたい。 

・変更内容の妥当性の県による確認については、整備局としてしっかり対応さ

せて頂く。 

・地方負担の軽減については、引き続き本省に相談していきたい。 



 

・一日も早い完成を目指して事業を推進していくので、引き続き協力をお願い

したい。 

 
福井県からの報告事項 
● 知事と近畿地方整備局長の面談時の知事発言について報告した。 

・今後の工事上のリスクを適切に盛り込むと共に、可能な限りコスト縮減や工

程短縮に取り組んで頂きたい。コスト縮減については県も協力する。 

・事業費・工期の変更内容の妥当性についてしっかり確認していきたい。 

・今後、事業の執行にあたっては事業費等の監理を徹底していただきたい。 

・国土強靱化予算の活用等により地方財政負担を軽減していただきたい。 

・足羽川ダムは県にとっても重要な事業であり、完成を一日も早くお願いした

い。 

 
国からの報告事項に対する福井県の要請 

  ● 国からの報告内容の妥当性について、今後、県の担当職員が現地や書類等をし

っかり確認させていただく。 
● 今後、想定と異なる事象が確認された場合は、その都度ＷＧ等を通じて速やか

に情報共有を行うなど、県と連携しながら、事業費等の監理を徹底していただ

きたい。 

 
国からの報告事項に対する池田町の要請 
● 水海地区の分水堰工事に伴う濁水の防止など、環境への配慮は引き続き徹底し 

て欲しい。 

●  地域振興策は工期に関わらず計画通り着実な進捗をお願いしたい。 



 
 

足 羽 川 ダ ム 建 設 事 業 推 進 協 議 会 

＜第２３回会議＞ 
 
 

                                       令和 ５年６月１４日（水） 
                                          １０時４５分～１１時４５分 
                                           福井県庁 ７階特別会議室 
 
 

会 議 次 第 
 
 

 １．開 会 
 

 ２．挨 拶 
 

 ３．議 事 

    （１）足羽川ダム建設事業の進捗について（資料１，２，３） 
・・・・・・国交省説明 

 
（２）足羽川ダム建設事業に係る水源地域対策について（資料４） 
                    ・・・・・・県・町説明 
 
（３）その他 

 

 ４．閉 会 
 
 
 資料一覧 

 資料１、２、３   足羽川ダム建設事業の進捗状況 
 資料４       足羽川ダム建設事業に係る水源地域対策について 
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足羽川ダム建設事業の進捗状況

令和5年6月１4日

足羽川ダム工事事務所

資料1
知事面談時の
説明資料



（足羽川ダム工事事務所）
事業の進捗状況について

凡例 用地取得 導水施設本体関連付替工事

○ 令和５年度は、引き続き事業に必要な用地取得及びダム本体工事、導水トンネル工事、分水施設関連

工事及び付替道路工事を実施する。

○ 令和２年度までに用地取得の約９９％を取得済み。平成３０年度に家屋移転は全て完了。

令和３年３月に事業認定の告示。令和４年２月に土地明渡し、登記完了。
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（令和５年５月末時点）

ダム本体及
び関連工事

付替町道

用地取得

家屋移転

試験湛水

付替県道

導水施設

約99%

45.7%

導水トンネル
(72.5%)

転流工
（100.0%）

100%

基礎掘削
（100.0%）

※進捗率は、掘削によるもの ※進捗率は、掘削によるもの

38.9%

分水施設
（30.7%）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設
（4.6%）

※付替県道・町道の進捗率は、契約ベースによるもの



（足羽川ダム工事事務所）

ダム本体関連工事

（ダム右岸） （ダム左岸）

付替県道 水海川分水施設 導水トンネル

ダム本体（下流から上流を望む）

水海川導水トンネル（水海川貯砂ダム）

（骨材製造設備）

付替県道４号橋

工 事 状 況 （R5.5）
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■工事内容

令和２年度より、ダム本体建設工事(Ⅰ期)に着手し、令和４年１０月に基礎掘
削完了、コンクリート打設に着手。

足羽川ダム本体建設工事について
（足羽川ダム工事事務所）
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ダム本体 断面図・上流面図

ｺﾝｸﾘｰﾄ工（EL.173m～EL.195m）

堤体：V=159千m3

本体基礎掘削 800千m3

ｺﾝｿﾘﾃﾞｰｼｮﾝ
ｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞ L=3千m

堤体高：EL＝180m
【5月末時点進捗】

●施工イメージ（CIM）

上流側

下流側
河床部放流設備
施工状況（上流側）

【R6年3月末】

【R6年3月末】



水海川導水トンネル工事について（進捗状況）

○トンネル全延長4,717mに対して、令和5年5月末時点で3,419mまで掘削が進行（約72%の進捗）

掘
削
支
保

パ
タ
ー
ン

地山の状態が良い

地山の状態が悪い

切羽状況（DⅠ）

B
CⅠ

CⅡ

DⅠ

DⅡ

E

掘削支保パターン
凡例

吐き口
（金見谷）

呑み口
（水海）

温見断層

掘削支保
パターン

当初

実績

掘削 約3,419m 【5月末時点進捗 約72%】

実績の掘削支保パターンの変更が続いている状況

トンネル掘削方向

切羽状況（E）

○水海川導水トンネル技術検討委員会において、水海川導水トン
ネルに関する工事に対して、施工の確実性の向上に資するため、
委員より技術的な指導、助言を得ている。

○第４回委員会（令和４年１１月１日開催）において、「今後の施工
においては、計測や観測を丁寧に行いながら慎重に施工を行い、
地山の状況に応じた対策工を適用するという提案された施工方針
は妥当である。」との意見を頂く。

委員会開催状況

（足羽川ダム工事事務所）
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事業費と工期の変更案
（足羽川ダム工事事務所）

◆工期の変更
令和８年度まで → 令和１１年度まで（３年延伸）

◆事業費の変更
約１, ３００億円 → 約２，５００億円（約１，２００億円増）

5

○足羽川ダム建設事業においては、コスト縮減・工期短縮に努めながら、適切に事業を推進

して参りました。

○しかしながら、社会的要因の変化や現場条件（地質等）の変更、働き方改革に基づく適正

な工期の確保等により、工期や事業費を見直す必要が生じました。
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変更案の内訳
（足羽川ダム工事事務所）

１．社会的要因の変化によるもの 約218億円増

公共工事関連単価等の変動 約218億円増 物価上昇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：+218億円

２．現場条件の変更等によるもの 約672億円増

導水トンネル 導水路における地質の変更に伴う変更　　　　　　　：+178億円

転流工 転流工等における地質の変更等に伴う変更　　　　　：+54億円

堤体工 建設発生土量の増加による変更　　　　　　　　　　：+79億円

県道付替
基礎地盤における地質条件の変更に伴う変更　　　　：+67億円
落石対策に伴う変更　　　　　　　　　　　　　　　：+61億円
工事用進入路の追加に伴う変更　　　　　　　　　　：+79億円

ダム用仮設備
仮設備の計画見直しに伴う変更　　　　  　　　　　：+41億円
仮設等の追加に伴う変更　　　　　　　　　　　　　：+84億円

工事用道路 工事用道路の変更(重ダンプ用走路の追加)に伴う変更：+11億円

環境対策 環境対策等の追加　　　　　　　　　　　　 　　　 ：+19億円

約167億円増

約17億円減

５．将来の事業費の変動要因への対応 約160億円増

将来の事業費の変動要因への対応 約160億円増

約1,200億円増

②地元との協議・調整による変更 約30億円増

３．工期延伸によるもの

４．コスト縮減

合計

主な変更要因 増減 変更内訳

①地質条件の変更等による変更 約642億円増



H30 H31(R01) R02 R03 R04 R05

労務平均

技術者単価平均

資材費平均

機械経費平均
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１．社会的要因の変化等によるもの
公共工事関連単価等の変動 【約２１８億円増】
○H30年度以降、公共工事関連単価は経年的に上昇。前回変更時点のH30年度単価を100とすると、R5年度は技術者単価平均が119.4、資材費
平均が130.5に上昇。

年度別単価上昇率（労務、資材、機械経費等）
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135

変更案の内訳
（足羽川ダム工事事務所）

※H30～R5の労務単価、技術者単価、物価資料を元に作成



変更案の内訳
（足羽川ダム工事事務所）

吹付けコンクリート（増厚）
鋼製支保工（追加）

＜DⅠパターン＞

ロックボルト
（本数追加など）

２．現場条件の変更等によるもの （水海川導水トンネル）
①地質条件の変更等による変更 導水路における地質の変更に伴う変更 【約１７８億円増】
○令和２年９月以降、掘削時の岩判定により、当初ボーリング調査や弾性波探査から想定していた地質より脆弱な地山状態を確認したため、支
保工パターンを変更する必要が生じた。
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支保工パターンの変更

・当初想定していた地質に対し、掘削を行い確認した地山が脆弱であったため、支保工の変更・補助工法を追加

水海川導水トンネル

＜CⅠパターン＞
吹付けコンクリート

ロックボルト

掘削面状況

白色した粘土状の脆弱な
破砕帯が出現した掘削面

・ロックボルト本数追加
・吹付コンクリート増厚

・鋼製支保工追加
・インバート工追加

吹付けコンクリート（増厚）
鋼製支保工（追加）

＜DⅠパターン＞

ロックボルト
（本数追加など）

インバート工（追加）

事前の調査により想定していた
堅硬な掘削面（CM～CH級）

※CⅠ→DⅠ

支保パターン
凡例

B
CⅠ
CⅡ
DⅠ
DⅡ
E

岩級区分凡例
D級
CL級
CM級
CH級

良
い

悪
い

地
山
の
状
態

施工済 トンネル掘削方向

実績を踏まえ、地山の不確実性を考慮 実績の掘削支保パターンが変更

未実施

吐口
（金見谷）

支保パターン

当初

実績

トンネル掘削方向

呑口
（水海）

当初想定 実際の地山



２．現場条件の変更等によるもの
①地質条件の変更等による変更 転流工等における地質の変更等に伴う変更 【約５４億円増】
○転流工（仮排水トンネル）の掘進時（令和元年９月）に行った岩判定により、当初想定していた地質より脆弱な地山状態であることを確認した
ため、支保工パターンの変更等を行いました。

○令和２年７月にダムサイト左岸法面にて地すべりによる変状が発生したため、地すべり対策工等を実施しました。

■転流工の地質の変更 （約３２億円増）
・掘削の進捗に伴い、当初想定地質より脆弱な地山状態が確認されたため、掘削・支保工
パターンを変更しました。
・また、トンネル掘削時に天端部の抜け落ちが起きたため、作業時の安全確保として掘削の
補助工法（フォアポーリング）を追加しました。

対策範囲

左岸天端以上法面地すべり対策工

水抜きボーリング

グランドアンカー工

■法面地すべり対策（左岸天端）の追加 （約２２億円増）
・ダムサイト左岸天端上部の法面が、降雨に伴う地下水位上昇等の影響
を受け、地すべりによる変状が発生し、地すべり対策工を実施しました。

当初

実績

凡 例

主な掘削支保パターン変更箇所

補助工法実施箇所

地山の状態が良い

地山の状態が悪い

支保パターン
凡例

CⅠ
CⅡ
DⅠ

呑口部 吐口部

転流工（仮排水トンネル）縦断図

支保
パターン

Bo Bo
Bo

支保工間隔の変更

＜変更（CⅡ）＞

＜当初（CⅠ）＞

支
保
工

支
保
工

支
保
工

掘削

１．５ｍ １．５ｍ

支
保
工

１．２ｍ１．２ｍ１．２ｍ

掘削 支
保
工

支
保
工

支
保
工

＜支保工断面（変更なし）＞

ロックボルト
吹付けコンクリート

天端崩落状況

補助工法
（フォアポーリング）

補助工法の追加

岩級区分凡例

D(CLL)級
CL級
CML級
CM級
CH級
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変更案の内訳 （足羽川ダム工事事務所）



２．現場条件の変更等によるもの
①地質条件の変更等による変更 建設発生土量の増加による変更 【約７９億円増】
〇令和２年８月のダム本体工事着手以降、ダム本体の基礎掘削や原石山の採取土がダム本体コンクリートの骨材に使用できない土砂が多かっ
たため、建設発生土量が増加しました。
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当初計画盛土形状 受入量変更に伴う形状変更箇所
（盛土高の変更）

■建設発生土の増加による変更

建設発生土受入量：約200万m3 建設発生土受入量：約250万m3

A

A

凡 例

：当初範囲 ：面積が増えた箇所 ：盛土高変更箇所

（足羽川ダム工事事務所）変更案の内訳



圧縮補強土工、転石除去・落石対策工実施箇所

ダムサイト

２．現場条件の変更等によるもの （付替県道関連）
①地質条件の変更等による変更
基礎地盤における地質の変更に伴う変更 【約６７億円増】
〇令和４年１０月以降、付替道路工事において、切土後に道路設置に必要な地耐力を確認したところ、当初想定より岩盤線が深く、設計支持力
を満足しないことを確認したことから、補強土壁の安定性を確保するための圧縮補強土工（ルートパイル）を追加する必要が生じた。

落石対策に伴う変更 【約６１億円増】
〇令和３年６月以降着手している工区において、詳細な測量などの現地確認を行ったところ、転石が散在していることが明らかとなり、落石対策
として転石除去及び落石防護柵設置を追加する必要が生じた。

工事用進入路の追加に伴う変更 【約７９億円増】
〇令和３年６月以降着手している工区において、工事着手後に判明した転石除去・落石対策や付替道路工事の現場条件の変更による進捗の
遅れへの対応のため、各工区の施工に際し、新たな進入路や仮桟橋を追加する必要が生じた。

圧縮補強土工 標準横断図

当初想定岩盤線

凡例

転石除去・落石
対策工実施箇所

圧縮補強土工
（ルートパイル）

転石除去

落石防護柵

一般車両通行道路
転石写真

転石

圧縮補強土工
（ルートパイル）

実績岩盤線

転石除去・落石対策工
標準横断図

11

変更案の内訳
（足羽川ダム工事事務所）



県道（供用中）

付替道路
（未完成部）

急傾斜ベルトコンベヤ

急傾斜
ベルトコンベヤ（追加）

■ベルトコンベヤルートの見直し

当初、付替道路上
にクレーンを設置
し、ベルトコンベヤ
の施工を予定

変更前ルート

施工不可

変更後ルート

変更前ルート

変更後ルート

ベルトコンベヤ

12

２．現場条件の変更等によるもの
①地質条件の変更等による変更
仮設備の計画変更に伴う変更 【約４１億円増】
○現行計画では、ベルトコンベヤの設置は、供用前の付替道路上での施工を前提とした計画としていました。令和２年８月のダム本体着手時点
において、基礎地盤における地質条件の変更や転石落石対策による進捗の遅れにより付替道路が完成していなかったため、付替道路上での
施工が不可能であることからルートを変更しました。ルートの変更に伴い、ベルトコンベヤの構造変更（急傾斜ベルトコンベヤ）等を行いました。

仮設等の追加に伴う変更 【約８４億円増】
〇令和２年８月のダム本体工事着手以降、地質の変更等によるダム本体工事の遅れに対応するため、施工ヤードの確保等、工事を実施する上
で必要となる仮橋、仮設道路及び仮設構台等の仮設の追加等を行いました。

変更案の内訳 （足羽川ダム工事事務所）



町道
（一般車両専用）

工事用道路 13

工事用道路 平面図

工事用道路

町道
（一般車両専用）

工事用道路整備状況

標準断面図

原石山

金見谷建設発生土置場

一般道（県道・県道迂回路）

一般道（町道）

工事用道路整備範囲

民家

工事用道路 断面図

２．現場条件の変更等によるもの
②地元との協議・調整による変更
工事用道路の変更（重ダンプ用走路の追加）に伴う変更 【約１１億円増】
〇令和２年８月のダム本体工事着手後に、地元協議を行った結果、土砂運搬に使用するダンプトラック（10ｔ）等の一般道の走行を極力減らす要
望があったことから、ダンプトラックの民家付近の一般道通行をやめ、事業地内に存置可能な重ダンプによる運搬に変更した。
〇重ダンプは車体が大きいことから、現道の幅員では一般車両の通行に支障をきたすため、工事用道路として重ダンプ用の運搬路を整備する
必要が生じた。

環境対策等の追加 【約１９億円増】
〇令和２年８月のダム本体工事着手以降、地元調整に伴う現場周辺の環境対策としての粉塵対策や交通誘導員など追加対策を行う必要が生
じた。

変更案の内訳
（足羽川ダム工事事務所）
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事業施設の維持
（水位・雨量観測所）

継続的なデータ取得
（猛禽類調査）

継続的なデータ取得
（水理・水文調査）

ダム本体工事
仮設備

３．工期の延伸によるもの
工期延伸に伴う変更 【約１６７億円増】
〇令和３年３月のダム積算基準の改定に伴う、適正な工期確保のための工期延伸により、仮設備等損料のほか、事業施設の維持期間、継続的
なデータ取得に要する調査費用、人件費及び経常的に必要となる経費を増額する必要が生じた。

導水トンネル工事
仮設備

変更案の内訳
（足羽川ダム工事事務所）

継続的なデータ取得
（騒音・振動調査）



４．工期の変更

事業工期の延伸 【約３年延伸】

事業工期の主な変更要因は以下のとおり。
Ⅰ． 降雨による法面崩落の発生に伴う工期の延伸（6ヶ月延伸）
Ⅱ． 「働き方改革関連法」に基づく労働条件を考慮した工期の確保（28ヶ月延伸）

H30
年度

R1
年度

R2
年度

R3
年度

R4
年度

R5
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R10
年度

R11
年度

現行
計画

変更
計画

転流工

本体掘削

本体打設 31ヶ月
管理設備・放流設備

試験湛水

R8年度完成

分水施設関連

工事用道路

付替道路

本体打設 31ヶ月Ⅰ． 降雨による法面崩落の発生に伴う延伸

転流工

本体掘削

管理設備・放流設備 R11年度完成

分水施設関連

工事用道路

付替道路

+28ヶ月
Ⅱ． 「働き方改革関連法」に基づく工期の確保+6ヶ月

試験湛水

約３年 （３４ヶ月）

働き方改革（４週８休）の適用

R4.11

R5.10～

変更案の内訳
（足羽川ダム工事事務所）
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４．工期の変更

Ⅰ．降雨による法面崩落の発生に伴う工期の延伸（6ヶ月延伸）
〇ダム本体掘削のため設置した工事用道路の法面やダムサイト左岸における掘削後の法面において、降雨により法面崩落や地すべりが発生
し、それらの復旧及び対策に時間を要したため、掘削の着手・施工が遅れ、全体工程に遅れが生じた。

法面崩落箇所

工事用道路

ダムサイト

工事用道路法面崩落状況

・ダムサイト左岸天端上部の法面において、降雨に伴う地下水位上昇
等の影響を受け、地すべりによる変状が発生し、対策工に4ヶ月の
時間を要した。

法面地すべり対策箇所（左岸天端）

法面崩落対策（工事用道路法面）

法面地すべり対策（左岸天端）

左岸天端以上法面地すべり対策工

対策範囲

・ダムサイト右岸掘削を行うための工事用道路の法面が、掘削後の
度重なる降雨により崩落したことで、崩落法面の復旧及び法面対策
に4ヶ月の時間を要した。

工程

水抜きボーリング

グランドアンカー工

工事用道路
法面崩壊対策範囲

対策工

ドレーンマット
モルタル吹付

受圧板
鉄筋挿入工

※冬季休止期間：12/21～3/31

R2年度 R3年度 R4年度

現行
計画

堤体基礎掘削

堤体基礎掘削

堤体打設
冬季休止

冬季休止

冬季休止

堤体打設
冬季休止

変更
計画

左岸天端以上地すべり対策(約4ヶ月)

工事用道路法面崩落対策(約4ヶ月)

打設開始日が
約6ヶ月遅延

ダムサイト左岸法面変状発生(R2.7)

合計6ヶ月

工事用道路法面崩落(R2.5)

工事用道路

変更案の内訳
（足羽川ダム工事事務所）
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４．工期の変更

Ⅱ．「働き方改革関連法」に基づく労働条件を考慮した工期の延伸
〇働き方改革関連法の交付を踏まえ、施工計画を見直したことにより打設工程が28ヶ月が延伸することとなった。
①4週8休（週休2日）の適用（降雨休止日の振替無）
②超過勤務を前提とした2交替最大22時間から、超過勤務を前提としない2交替に変更。

①4週8休適用

土曜・日曜・休日

降雨等による工事
休止日
土曜日に振替えて、
稼働日とする

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

現計画のイメージ（４週８休）

働き方改革対応のイメージ（完全４週８休）

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

降雨等による工事
休止日
打設を行わない日
※休日に作業を

実施しないため

②打設作業時間（超過勤務を前提としない施工計画）

打設日数
約４０％減

（174日-108日）/ 174日

工期
１．７倍

1 /（1-0.6 (40％減)）

打設作業時間
約３０％減
（21h-15h）/ 21h

工期
１．４倍

1 /（1-0.3 (30％減)）

6 724 1 2 3 4 518 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 177 8 9 10 11
標準案のイメージ

（1方目） （2方目）

打設作業時間：21時間

4h 1h 3h 時間外
3h

時間外
3h5h 1h 3h

休憩休憩

7 81 2 3 4 5 619 20 21 22 23 248 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

働き方改革対応のイメージ

（2方目）（1方目）

打設作業時間：15時間

※始業開始7時から8時に変更

3h 1h 4h

休憩

4h 1h 4h

休憩

工期延伸後の本体打設工期

＝工期延伸前の本体Ⅰ期工事
打設工期（R4.11～R5.9の11ヶ月）
＋工期延伸前の本体Ⅱ期工事
打設工期（20ヶ月）

×①による延伸倍率

×②による延伸倍率

＝１１ヶ月＋２０ヶ月×１．７×１．４

≒５９ヶ月（２８ヶ月延伸）

工期延伸後の本体打設工期

：１方目賃金対象時間 ：１方目時間外労働時間
：２方目賃金対象時間 ：２方目時間外労働時間

：休憩時間

：１方目賃金対象時間 ：２方目賃金対象時間 ：休憩時間

打設可能日数
１７４日/年

打設可能日数
１０８日/年

土曜・日曜・休日

稼働日

稼働日

：準備等

：準備等

1h

1h

※冬期休工（12/21～3/31）を除く

※冬期休工（12/21～3/31）を除く

変更案の内訳
（足羽川ダム工事事務所）
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■ コスト縮減・工期短縮の検討に関する一覧表

コスト縮減及び工期短縮の検討について
（足羽川ダム工事事務所）

18

コスト縮減 工期短縮 備　　考

① ダム本体堤趾部の置換えコンクリートの省略 ● 実施済

② トンネル掘削ズリ及び堤体基礎掘削岩のダム堤体コンクリート用骨材への有効活用 ● 実施中

③ トンネル掘削ズリの工事用道路の路盤材等への有効活用 ● 実施中

④ 付替林道（小部子線）計画の見直し ● 実施済

⑤ 水海川分水施設におけるソイルセメントの採用 ● 実施中

⑥
足羽川ダム本体建設工事におけるＤＸの活用
（自動打設システム、締め固め管理システム等）

● ● 検討中

⑦ 水海川導水トンネル工事における減水注入工法の採用 ● 検討中

⑧ ダム貯水池内樹木の伐採範囲の見直し ● 実施予定

⑨ 混和剤の活用によるダム堤体打設の工期短縮 ● ●

⑩ 減勢工導流壁への購入コンクリートの採用 ● ●

⑪ 付替県道等の施工範囲の見直し ●

⑫ 流水型ダムの特性を踏まえたグラウト施工の見直し ●

項　　　　目

実施済又は実施中の項目

委員会指摘の項目

今後検討を行う項目



①． ダム本体堤趾部の置換えコンクリートの省略
〇当初計画では、ダム堤趾部付近の基礎岩盤深部に低強度部が想定されたことから、岩盤を掘削し、コンクリートに置き換える施工を計画してい
たが、低強度部が連続して分布していないことを確認することで、置換コンクリートの施工を省略した。

図 堤趾部置換コンクリート掘削範囲

10m 10m

J12 J11 J10 J9 J8J13J14 J7 J6
BL.11BL.12BL.13BL.14 BL.10 BL.9 BL.8 BL.7

（足羽川ダム工事事務所）

19

コスト縮減及び工期短縮の検討について
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②． ダム堤体コンクリート用骨材への有効活用
〇水海川導水トンネルの掘削ズリ及び堤体基礎掘削で発生した岩石を、ダム堤体コンクリート用骨材として有効活用を図った。

トンネルで発生
したズリ

堤体ｺﾝｸﾘｰﾄ骨材
として使用

・当初計画

原石山掘削断面イメージ図

・原石山掘削約151,000m3、法面工約3,200m2
を削減

・水海川導水トンネルの掘削ズリ(約40,000m3)
と堤体基礎掘削の岩石（約30,500m3）を活用

掘削ズリのストック状況

（足羽川ダム工事事務所）
コスト縮減及び工期短縮の検討について



③． 工事用道路の路盤材等への有効活用
〇水海川導水トンネルの掘削ズリや、他事業で発生したズリ（岩ズリ）を、路盤材や敷砂利等として有効活用を図った。

トンネルで発生
したズリ

工事用道路の路盤
材として流用

現設計 変更案

路床置換（トンネルズリ） ｔ=500路床置換（良質土） ｔ=500

（足羽川ダム工事事務所）
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コスト縮減及び工期短縮の検討について



④． 付替林道（小部子線）計画の見直し
〇当初計画では、新たに法面掘削が必要な区間を含むルートを計画していたが、整備されていた既存道を活用することで、大規模な法面掘削を
減らすルートへ見直しを行った。

当初計画標準断面図

付
替
町
道

広
瀬
千
代
谷
線

金
見
谷
川

原石山

凡例
青字：当初計画
赤字：設計変更

終点

終点

起点

変更計画 既存道活用(1.67km)

既存道活用区間①

変更計画 標準断面図

現況線

既存道活用区間② 既存道活用区間③

新たに切土が必要となり、
大規模な法面掘削が
必要となる。

拡大図

（足羽川ダム工事事務所）
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コスト縮減及び工期短縮の検討について



⑥．足羽川ダム本体建設工事におけるDXの活用

〇足羽川ダム本体工事にて、『ダムコンクリート自動打設化』・『コンクリートの締固め管理』を活用し、堤体コンクリートの生産性を向上さ
せることでコスト縮減・工期短縮を検討する。

コスト縮減及び工期短縮の検討について
（足羽川ダム工事事務所）
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【導入の効果(自動打設)】
1.サイクルタイム削減
3分40秒→3分20秒

※他ダムの実績による見込み

足羽川ダム本体建設工事におけるDXの活用について
足羽川ダムでは、「ダムコンクリートの自動打設化」や「コンクリートの締固め管理」等のDXを活用し、
建設作業の生産性改革を行い、工期短縮、コスト縮減を目指す。



（足羽川ダム工事事務所）
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■九頭竜川水系足羽川ダム事業費等監理委員会

＜目的＞

一層の事業費・工程監理の充実を図るため、事業進捗に則
したコスト縮減・工期短縮の見地から意見を述べるとともに、縮
減策の効果や事業の実施状況等について確認する。

【第１２回】令和元年７月２９日

【第１３回】令和２年７月３０日

【第１４回】令和３年７月１４日

【第１５回】令和４年７月２８日

【第１６回】令和５年５月１１日

【第１７回】令和５年６月１日

委員会開催状況

足羽川ダム事業費等監理について

■足羽川ダム建設事業推進協議会WG

＜目的＞

足羽川ダム建設事業の事業費等を適正に監理するた
め、国、県、町の３者が相互に連携・協力し、事業推進状
況、今後の見通し及び事業費等について情報共有を図る
。
＜構成＞
国土交通省
・・・・・・・・・近畿地方整備局 河川部 河川計画課長

近畿地方整備局 足羽川ダム工事事務所長
福井県・・・土木部河川課長
池田町・・・ダム対策室長

【第１回WG】令和５年３月７日

【第２回WG】令和５年５月９日

【第３回WG】令和５年５月３０日

■開催実績

■開催実績

■昨年度の３月７日に「足羽川ダム建設事業推進協議会」の下部組織として「足羽川ダム建設事業推進協議会
WG」を設置し、事業進捗状況や事業費及び工期の精査状況について情報共有を図っている。

■加えて、従前実施している足羽川ダム事業費等監理委員会において、学識者の立場から、一層の事業費・
工程監理の充実を図るため、コスト縮減及び工期短縮について助言を頂いている。



資料２ 

 

 
  
 
１． 事業計画 

① 工事計画関係 

・令和5年度予算：約182.07億円。 

・ダム本体建設工事に着手（令和2年11月）。 

・ダム本体堤体打設開始（令和4年10月）。 

・ダム本体、水海川導水トンネル、水海川分水施設関連工事及び付替道路工事等を引き続き実施。 

② 環境アセスメント 

・『足羽川ダム環境モニタリング委員会』により、環境モニタリング計画を審議。 

（第1回：平成26年3月14日、第2回：平成27年2月25日、第3回：平成28年3月9日、

第4回：平成29年3月8日、第5回：平成30年3月15日、第6回：平成31年3月14日、

第7回：令和2年3月19日、第8回：令和3年3月18日、第9回：令和3年12月 8日、

第10回：令和4年3月18日、第11回：令和5年3月16日 

・今年度も引き続き、環境調査（モニタリング調査）を継続実施する。 
   

２．生活再建対策 

 ① 用地補償関係 

・平成25年8月下旬より、土地、物件調書の確認が終了した地権者に対し、 

補償金額を提示し、契約締結を開始。 

・令和3年 3月末現在で、家屋の移転を伴う68戸全ての移転を完了。事業用地買収は全体面積

の約99％の進捗。 

・事業認定の告示（令和3年3月16日）。土地明渡し、登記完了（令和4年2月20日）。 

・今年度も引き続き、未買収地等の補償交渉を実施する。 

 ② 代替地関係  

・池田町内の集団移転地については、平成26年11月に2戸全ての移転契約を完了。 

（平成27年12月に完成） 

・福井市内の集団移転地については、平成28年7月に6戸全ての移転契約を完了。 

（平成30年12月に完成） 

③ 公共補償について、平成30年3月に池田町と全ての契約を完了。 
 

３．地域振興策 

・第12回足羽川ダム建設推進協議会（平成26年10月17日開催）にて、池田町の地域振興策に

ついて、国、福井県、池田町で協定締結。 

・平成27年3月11日、水源地域整備計画が決定。 

・令和4年7月19日、地域活性化施策の実施に関する変更協定締結 

・現在地域振興策が各事業主体により実施中。 

 

４．その他 

 ① 不当要求行為関係 

・事業の円滑な推進や関係者の安全の確保を図るため、福井県警察本部などの関係機関と連携し

「足羽川ダム建設事業に関する不当要求行為等対策連絡会」を開催。 

（第1回：平成26年4月22日、第2回：平成27年5月22日、第3回：平成28年5月24日、

第4回：平成29年5月25日、第5回：平成30年6月 1 日、第6回：令和元年5月24日、

第7回：令和2年8月5日、第8回：令和3年6月24日、第9回：令和4年7月25日） 

② 工事現場の安全・衛生・環境保全について 

 ・事業区域内で大小様々な規模の工事を重複して進捗している中、工事現場の安全・衛生・環境

保全に関する委員会を設立（第1回：平成30年8月22日、第2回：平成30年11月1日、 

第3回：令和元年10月25日、第4回：令和2年11月6日、第5回：令和3年12月3日、第 

6回：令和4年12月8日）。 

③ 広報関係 

・インフラツーリズムの推進 

足羽川ダム建設事業の進捗状況 



第２3回

足羽川ダム建設推進協議会資料
（足羽川ダム建設事業の進捗状況）

令和5年6月１4日

足羽川ダム工事事務所

資料３



令和５年度実施内容について
（足羽川ダム工事事務所）

令和５年度は、 約１８２億円をもって、以下の内容を実施します。

・ダム建設に必要な土地等の取得、物件補償を継続して実施します。
・補償工事として付替道路工事を継続して実施します。

■ 工事費 約 １４１億

・ダム本体（堤体打設）工事及び原石山の掘削工事を継続して実施します。
・水海川導水トンネル工事及び水海川分水施設関連（河床掘削、貯砂ダム）工事
を継続して実施します。

■ 用地及び補償費 約 ２６億

・ダム関連施設（管理設備含む）の設計及び設計等に必要となる調査を継続して実施
します。
・水位・流量観測、雨量観測、河川の水質観測や気象観測、環境モニタリング
調査を継続して実施します。

■ 測量設計費等 約 １５億
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（足羽川ダム工事事務所）

ダム本体関連工事

（ダム右岸） （ダム左岸）

付替県道 水海川分水施設 導水トンネル

ダム本体（下流から上流を望む）

水海川導水トンネル（水海川貯砂ダム）

（骨材製造設備）

付替県道４号橋

工 事 状 況 （R5.5）
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足羽川ダム本体建設工事について
（足羽川ダム工事事務所）

■工事内容

令和２年度より、ダム本体建設工事(Ⅰ期)に着手し、令和４年１０月に基礎掘
削完了、コンクリート打設に着手。

3

ダム本体 断面図・上流面図

ｺﾝｸﾘｰﾄ工（EL.173m～EL.195m）

堤体：V=159千m3

本体基礎掘削 800千m3

ｺﾝｿﾘﾃﾞｰｼｮﾝ
ｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞ L=3千m

堤体高：EL＝180m
【5月末時点進捗】

●施工イメージ（CIM）

上流側

下流側
河床部放流設備
施工状況（上流側）

【R6年3月末】

【R6年3月末】



水海川導水トンネル工事について（進捗状況） （足羽川ダム工事事務所）

○トンネル全延長4,717mに対して、令和5年5月末時点で3,419mまで掘削が進行（約72%の進捗）

掘
削
支
保

パ
タ
ー
ン

地山の状態が良い

地山の状態が悪い

切羽状況（DⅠ）

B
CⅠ
CⅡ
DⅠ
DⅡ
E

掘削支保パターン
凡例

吐き口
（金見谷）

呑み口
（水海）

温見断層

掘削支保
パターン

当初

実績

掘削 約3,419m 【5月末時点進捗 約72%】

実績の掘削支保パターンの変更が続いている状況

トンネル掘削方向

切羽状況（E）

○水海川導水トンネル技術検討委員会において、水海川導水トン
ネルに関する工事に対して、施工の確実性の向上に資するため、
委員より技術的な指導、助言を得ている。

○第４回委員会（令和４年１１月１日開催）において、「今後の施工
においては、計測や観測を丁寧に行いながら慎重に施工を行い、
地山の状況に応じた対策工を適用するという提案された施工方針
は妥当である。」との意見を頂く。

委員会開催状況 4



（足羽川ダム工事事務所）
環境保全措置について

『第１１回 足羽川ダム環境モニタリング委員会』の開催

【モニタリング委員会概要】

日 時：令和5年3月16日

目 的：足羽川ダム工事の現地着手するにあたり、

評価書を踏まえ実施する環境調査や環境

保全措置等の内容について、環境面から

専門家の意見を伺うことを目的に開催

委員会結果：令和４年モニタリング調査結果と環境

保全措置の内容及び令和５年モニタリング

調査計画（案）について、今後の調査及び

環境保全措置の実施計画を確認

（R5．3．16）

委員会開催状況

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、マスク着用にて開催

委員長挨拶
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（足羽川ダム工事事務所）
工事現場の安全・衛生・環境保全について

足羽川ダムの本体工事に着手したことから、一般の方々からご意見を

頂いている事項について、各委員から現場での対応状況の確認や、更

なる安全・環境保全の取組に向けての助言を頂いた。

工事現場では、ダム本体工事の施工状況や県道の迂回状況、河川や

道路環境を保全するための濁水処理プラント、沈砂池、タイヤ洗浄機の

設置状況や見学展望台の出入り口の状況を視察して頂いた。

今回の視察で頂いた助言を踏まえ、事業進捗を図る。

■足羽川ダム工事に関する安全・衛生・環境保全委員会

事業区域内で大小様々な規模の工事が重複して進捗している中、工事現場の安全・衛生・環

境保全に関する委員会を設立。

■ 日時 令和４年１２月８日（木）
■ 場所 足羽川ダム建設工事現場
■ 構成 事業主体 足羽川ダム工事事務所

外部委員 福井県、福井県越前警察署
武生労働基準監督署

オブザーバー 福井市、池田町

委員会開催状況

第６回委員会概要

ダム本体のコンクリート打設状況確認 迂回路の状況確認
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インフラツーリズムについて
（足羽川ダム工事事務所）
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インフラツーリズムについて
（足羽川ダム工事事務所）

一般

456人
71%

行政

174人
27%

有識者

14人
2%

令和2年度 全体

（合計644人）

一般 行政 有識者

足羽川ダム建設現場来場者 とりまとめ （平成30年度～令和4年度）

一般

679人
77%

行政

191人
22%

有識者

13人
1%

令和元年度 全体

（合計883人）

一般 行政 有識者

一般

228人
57%

行政

132人
33%

有識者

41人
10%

平成30年度 全体

（合計401人）

一般 行政 有識者
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平成30年度～令和4年度現場見学会来場者（一般）

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

一般

503人
82%

行政

92人
15%

有識者

20人
3%

令和3年度 全体

（合計615人）

一般 行政 有識者

一般

656人
71%

行政

248人
27%

有識者

19人
2%

令和4年度 全体

（合計923人）

一般 行政 有識者

冬期降雪期間 8



インフラツーリズムについて
（足羽川ダム工事事務所）

足羽川ダム本体建設工事展望台・ダムギャラリーあすわ 来場者数
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（人）

令和３年度～ 広報施設来場者

R3年度
R4年度

冬季降雪期間
↑令和３年10月より

運用開始
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Channel Asuwagawa
（足羽川ダム工事事務所）

スマートフォン用
QRコード

channel
Asuwagawa

10



資料４ 
足羽川ダム建設事業に係る水源地域対策について 

 

● 池田町地域振興策（池田町定住促進対策）【令和４年６月８日変更決定】 

足羽川ダム建設による影響、急速に進む少子化や人口の流出など、池 

田町の人口減少に係る諸課題に対し、定住促進対策を主とする地域振興 

策を下記のとおり実施するものとする。 

 

【人の誘致と定住の促進】 
①就農移住者への支援 

②若者起業者への支援 

③町外若者獲得住宅の整備 

④移住希望者への住宅提供・空き家物件情報の発信 

⑤町内新築希望者への支援 

 

【結婚定住の促進】 
①多世帯住宅改修への支援 

②結婚定住者への支援 

 

【町内での子育て支援】 
①育児・子育て世帯への支援 

②町外高校進学者への通学の支援 

③人づくり産業への支援 

 

【観光の振興】 
① 県内外の家族層を対象に、里山体験型テーマパーク「ツリーピクニックアドベン

チャーいけだ」（ジップライン・アドベンチャーボート）等 を整備 

②池田町の自然環境や伝統文化に親しむツアーを実施 

 

【産業の振興】 
①町内６ 次産業商品の販路拡大 

②百匠一品運動（６次産業化）の拡充（商品開発補助） 

③安全安心な有機農業商品としてPRを強化し、町産品をブランド化 

 

【水源地域の振興】 
①足羽川ダム水源地域振興交付金事業 

②町道・林道舗装、展望休憩施設整備事業 

③国道４７６号道路改良事業（白粟トンネル）等 

 

【克雪および町外への通勤・買い物等対策】 
①克雪対策事業（屋根融雪）への支援 

②安全・安心な道路確保（国道４１７号道路改良事業（板垣坂トンネル）等） 

③町民の暮らし向上、能楽の里を生かした賑わい創出（町道稲荷水海線道路改良事業） 
 

※ここに掲げる事業については、必要に応じ、国土交通省、福井県 

および池田町が協議のうえ見直しするものとする。 




